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令和７年７月末現在における休業４日以上（新型コロナウイルス感染症を除く。）の労働災害発生件数は41件となり、前年
同期に比較して13件増加し、建設業の中でも特に土木工事業及びその他の建設業において増加しています。
事故の型別で見ると、高所作業箇所からの「墜落・転落」災害や通路等での滑りやつまずきによる「転倒」災害
が各９件（各22.0％）と最も多く、次いで「はさまれ・巻き込まれ」災害が６件（14.6％）と続いています。
多発する「墜落・転落」災害や「転倒」災害等を防止するため、あらためて墜落防止対策、転倒災害防止対策の
周知徹底をお願いします。
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 商業
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 清掃・と畜業
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 林業

秋田署管内の建設業における労働災害発生件数・事故の型別の状況
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お盆も過ぎ、少しずつ暑さも和らいできておりますが、建設業に
限らず、当署には連日のように「熱中症」に関連した救急搬送等
の報告が寄せられています。
暑さのピークは過ぎたものと思われますが、過去の発症状況を
見ますと、まだまだ熱中症の発症が懸念されます。引き続き、
熱中症予防対策のほか、熱中症による健康障害の疑いのある者
の早期発見や重篤化を防ぐために事業者が講ずべき措置等に
関する取組みの徹底をお願いします。

「熱中症」に関連する災害が多発！

事業者が講ずべき措置等
〔これまでの措置（対策）〕
●【労働者に与えるために、塩及び飲料水の備え付け】（安衛則第617条）

〔改正内容を含む措置（対策）〕

●【体制整備】と【関係作業者への周知】（安衛則第612条の２ 第１項）

●【手順の作成】と【関係作業者への周知】（安衛則第612条の２ 第２項）

◆当署版の資料を作成し、秋田労働局HPに掲載し
ております。ダウンロードするなどし労働者に対する
教育資料等としてご活用ください。

WBGT（湿球黒球温度）28度又は気温31度以上の作業場において行われる作業で、
継続して１時間以上又は１日あたり４時間を超えて行われることが見込まれるもの。

◆手順の作成例等について、秋田労働局HPに
掲載しておりますので、ご活用ください。

上記の対策にプラスして改正内容の取組を！



 全国労働衛生週間は、労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する意識を高め、職場での自主的な活
動を促して労働者の健康を確保することなどを目的に、毎年実施しており、今年で76回目になります。

 毎年９月１日から30日までを準備期間、10月１日から７日までを本週間とし、各職場での職場巡視やスローガンの掲示な
どの取り組みを実施していただいております。

 今年のスローガンは、「ワーク・ライフ・バランスに意識を向けて ストレスチェックで健康職場」です。

 このスローガンは、働く上で基本となるこころの健康の確保について、ワーク・ライフ・バランスを確保するとともに、令和７
年５月に成立した改正労働安全衛生法で労働者数50人未満の事業場にもストレスチェックの実施が義務化されることを契
機に、今一度ストレスチェックをはじめとした職場におけるメンタルヘルス対策を点検し、健康に働くことができる職場づくりを
目指していくことを表しています。

 

第76回 全国労働衛生週間

準備期間（９月１日～30日）に実施する事項

以下の重点事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行いましょう

全国労働衛生週間（10月１日～７日）に実施する事項

 ◆事業者または総括安全衛生管理者による職場巡視
 ◆労働衛生旗の掲揚およびスローガンなどの掲示
 ◆労働衛生に関する優良職場、功績者などの表彰
 ◆有害物の漏えい事故、酸素欠乏症などによる事故など
緊急時の災害を想定した実地訓練などの実施

 ◆労働衛生に関する講習会・見学会などの開催、作文・
写真・標語などの掲示

 ◆その他労働衛生の意識高揚のための行事などの実施  

 ◆過重労働による健康障害防止対策
 ◆職場におけるメンタルヘルス対策
◆職場における転倒・腰痛災害の予防対策
 ◆化学物質による健康障害防止対策
 ◆石綿による健康障害防止対策
 ◆職場の受動喫煙防止対策

 ◆治療と仕事の両立支援対策
 ◆職場の熱中症予防対策の推進
 ◆テレワークでの労働者の作業環境、健康確保
 ◆小規模事業場における産業保健活動の充実
 ◆女性の健康課題への取組
 ◆東日本大震災等に関連する労働衛生対策の推進

取り組み内容に応じた以下の情報や支援をご活用ください🔎
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